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図５　インクルーシブ保育の効果
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ても自然で美しく思えました」「園児時代からイン
クルーシブ保育によって障害のある子と共に生活し
ていると障害のある子のためにどうしたらよいかと
いう考え方ではなく『違う方法ならみんな楽しめる
ね！』と子どもたち自身が考えるようになっている
と思います。これは障害の有無に限らず、障害のな
い子どもたちの先（将来）の生活の中にも大切な貴
重な経験になると思います」「子どもたちはインク
ルーシブ保育の中で経験し、育っていくので根付い
ていくと思うが、その子をもつ親である私たちこ
そ、そのような経験が少ない（もしくはない）ので
親が学べるような場をぜひもっと父母会の際などに
設けていただきたいです」「継続をお願いします。
両方（障害のある子とない子）の子どもと親の理解
がある為に必要だと思います。障害があることが分
かりづらい場合に、（なぜ）そうなのか？と思うこ
とがあり、戸惑う時があったので、インクルーシブ
保育をする園では、オープンにしてもらった方が対
応する時に役立つと思います」
子ども自身の姿から、障害のある子もない子も共
にいること、違いがあることをあたりまえに受け入
れることを学ぶ保護者の意見が見られた。また、保
護者側の認識について反省させられたり、積極的に
推進するためにもきちんとした説明が必要だという
意見もいくつかあげられた。
４．まとめ
今回の調査は、平成20、21年度の調査で、「就学
前におけるインクルーシブ保育が保護者に高い信頼
感を与えていた」ことを踏まえ、現在の保育をうけ
る保護者の認識はどのようなものかを知る一歩とし
て実施されたものである。研究者としての視点から
は、批判的な意見も多いのではないかという前提
で、インクルーシブ保育の理解と促進も願って、調
査項目を選定した。そのため、保育の良さ（満足
感）を中心に聞く内容となっている。しかしなが
ら、その影響の考慮を含めても、今回の結果から
は、予想以上にインクルーシブ保育を前向きに受け
入れようとする保護者の意見が多かった。その背景
には、「障害がある」「発達に気になる点がある」と
まではいかなくても、「集団でうまくいかない」と
いった子どもの発達に対する不安感が高いことも一
部要因としてあるだろう。また、「違いがあること
を受け入れる」「ともに生きる力をつける」といっ
た力を子どもに身につけてもらいたいと考えてお
り、それがインクルーシブ保育の中で育っていくこ
とを期待している保護者が多くいた。また、障害の
ある子どもを育てるうえでの孤独感についても指摘
があった。これらを踏まえると、子どもの育ちにつ
いて社会的な視点からとらえていこうという機運
が、こうした取り組みをしている幼稚園では育まれ
ているように感じる。
今では多くの幼稚園、保育所において障害のある
子どもの受入れがなされ、社会状況から一層の保護
者支援が求められている。研究協力園では保育者へ
の高い信頼のもとに、よりよいインクルーシブ保育
の展開があると考えられる。インクルーシブ保育は
特別な実践ではなく、日々の保育実践をしっかりと
充実させることが基礎となっているのではないかと
いう示唆を得ることができた。そして、保育者だけ
でなく、保護者の協力をもって、子どもの育ちがあ
ることを、改めて考えさせられる結果となった。
今後の研究課題としては、「先生方への信頼」は
どのように育まれるのか、インクルーシブ保育とい
う実践の中で、どうやって信頼を築いていくのかに
ついて実践的な研究を進める必要があるだろう。本
研究が、保護者支援の必要性が問われる中で、障害
のある子の保育分野の保護者の理解を広げていく一
助となれば幸いである。
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